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先人たちの軌跡
　明治32年に開拓の鍬がおろされて以来、先人たちのたゆま

ぬ努力により、今日の和寒町が築き上げられてきました。

　平成21年には『わっさむ110年』を迎えることとなります。

【昭和元年～昭和39年編】

特集

NO.2

　
広
報
わ
っ
さ
む
で
は
、
平
成
　
年
に
わ

21

っ
さ
む
１
１
０
年
迎
え
る
こ
と
か
ら
、
今

日
ま
で
の
和
寒
町
の
歩
み
を
「
先
人
た
ち

の
軌
跡
」
と
し
て
ご
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
昭
和
初
期
か
ら
中
期
頃
の
様

子
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

昭
和
元
年
〜
昭
和

年
（
激
動
期

昭
和
元
年
〜
昭
和　

年
（
激
動
期
））

1919

◆
昭
和
元
年

　
初
め
て
市
街
に
電
話
開
通
し
、
和
寒
郵

便
局
が
電
話
交
換
業
務
を
開
始
（
加
入
　36

台
）

◆
昭
和
２
年

　
坂
本
孫
一
氏
が
駅
構
内
の
立
売
営
業
を

開
始
。
和
寒
商
工
会
設
立
総
会
開
か
れ
る
。

◆
昭
和
３
年

　
ペ
オ
ッ
ペ
駅
逓
所
廃
止
。 

◆
昭
和
５
年

　
川
西
の
佐
藤
徳
治
氏
が
温
床
苗
代
を
試

作
（
当
時
上
川
地
方
で
は
直
播
　
・
６

98

％
）

◆
昭
和
６
年

　
全
道
除
虫
菊
生
産
者
大
会
が
和
小
で
開

か
れ
、
全
道
生
産
者
連
合
会
が
結
成
（
松

本
六
太
郎
会
長
）。南
雲
源
一
郎
氏
ら
が
木

製
サ
イ
ロ
を
作
る
（
サ
イ
ロ
の
始
ま
り
）
。

◆
昭
和
７
年

　
西
和
放
牧
場
設
置
。

◆
昭
和
８
年

　
松
岡
農
場
支
配
人
（
小
川
義
雄
氏
）
が

障
子
　
枚
の
温
床
苗
代
を
作
り
６
反
歩
に
 

30

１
本
植
え
し
て
好
成
績
を
あ
げ
る
。

◆
昭
和
９
年

　
道
庁
立
除
虫
菊
試
験
地
設
置
。

◆
昭
和　

年
10

　
除
虫
菊
作
付
１
千
８
０
０
町
歩
。
　

万
10

貫
生
産
。

◆
昭
和　

年
11

　
南
雲
源
一
郎
氏
所
有
の
ホ
ル
ス
タ
イ
ン

牛
が
天
皇
陛
下
の
御
覧
に
浴
す
。

◆
昭
和　

年
12

　
西
和
郵
便
取
扱
所
が
開
設
。

◆
昭
和　

年
13

　
和
寒
神
社
が
現
位
置
に
設
立
。

◆
昭
和　

年
14

　
北
産
化
学
工
業
株
式
会
社
が
創
立
し
、

除
虫
菊
製
剤
を
製
造
。

坂本氏による駅構内立売営業

道庁立除虫菊試験地

昭和８年春の火災予防パレード（大通り）
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◆
昭
和　

年
15

　
東
和
郵
便
局
開
局
。

◆
昭
和　

年
16

　
町
内
各
小
学
校
を
国
民
学
校
と
改
称
。

和
寒
村
森
林
組
合
設
立
。

◆
昭
和　

年
17

　
中
和
郵
便
局
開
局
。
帝
国
砂
白
金
開
発

有
限
会
社
が
創
立
し
、
砂
白
金
採
取
を
始

め
る
。

◆
昭
和　

年
18

　
国
民
健
康
保
険
組
合
が
事
業
開
始
。

昭
和

年
〜
昭
和

年
（
復
興
期

昭
和　

年
〜
昭
和　

年
（
復
興
期
））

2020

3939

◆
昭
和　

年
21

　
農
地
改
革
に
よ
り
既
墾
地
約
２
千
町
歩

が
自
作
農
地
と
な
り
、
未
開
地
へ
の
開
拓

入
植
が
相
次
ぐ
。
松
本
六
太
郎
氏
が
本
道

２
区
か
ら
衆
議
院
に
当
選
。

◆
昭
和　

年
22

　
和
寒
中
学
校
開
校
し
、
三
和
・
中
和
・

西
和
・
東
和
各
小
学
校
に
分
校
を
置
く
。

◆
昭
和　

年
23

　
和
寒
村
農
業
協
同
組
合
が
設
立
。

◆
昭
和　

年
24

　
役
場
庁
舎
を
現
在
地
に
新
築
移
転
。

◆
昭
和　

年
25

　
永
山
農
高
和
寒
分
校
開
校
（
和
高
の
前

身
）
。

◆
昭
和　

年
27

　
待
望
の
町
制
施
行
。
開
拓
農
業
協
同
組

合
設
立
。

◆
昭
和　

年
28

　
上
川
地
方
に
豪
雨
水
害
発
生
。

◆
昭
和　

年
29

　
和
寒
保
育
所
開
設
（
保
育
所
の
始
ま
り
）。

台
風
　
号
襲
い
被
害
甚
大
。

15

◆
昭
和　

年
30

　
大
水
害
発
生
。
小
川
義
雄
氏
の
顕
彰
碑

を
和
寒
神
社
境
内
に
建
立
。

◆
昭
和　

年
31

　
昭
和
　
年
か
ら
の
連
続
災
害
の
た
め
町

28

財
政
危
機
に
陥
り
、
財
政
再
建
団
体
に
指

定
。
台
風
襲
来
、
長
雨
及
び
冷
害
と
か
さ

な
り
水
稲
収
穫
皆
無
と
い
う
未
曾
有
の
大

凶
作
。

◆
昭
和　

年
33

　
第
１
回
全
町
健
民
大
会
開
催
。

◆
昭
和　

年
34

　
第
１
回
町
民
ス
キ
ー
大
会
開
催
。
町
が

財
政
再
建
債
を
繰
上
げ
償
還
（
再
建
団
体

指
定
解
除
）
。
和
寒
映
劇
開
館
。

◆
昭
和　

年
35

　
国
道
　
号
線
の
市
街
地
内
舗
装
完
成
。

40

◆
昭
和　

年
36

　
電
電
公
社
マ
イ
ク
ロ
ウ
ェ
ー
ブ
中
継
所

完
成
（
塩
狩
山
）
。

◆
昭
和　

年
38

　
市
街
地
区
簡
易
水
道
各
戸
給
水
始
ま

る
。
塩
狩
国
設
ス
キ
ー
場
開
設
。

◆
昭
和　

年
39

　
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
で
本
町
出
身

の
渡
辺
長
武
氏
が
レ
ス
リ
ン
グ
フ
リ
ー
ス

タ
イ
ル
フ
ェ
ザ
ー
級
で
金
メ
ダ
ル
獲
得
。

【
参
考
　
和
寒
町
史
・
和
寒
町
百
年
史
】

昭和24年大通り

昭和24年塩狩駅

昭和34年駅前通り祭典

昭和31年大水害（北原）

※
広
報
わ
っ
さ
む
で
は
1
1
0
年
を
記
念
し

て
先
人
た
ち
の
軌
跡
を
１
月
号
か
ら
引
き
続

き
ご
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

次
号
以
降
で
は
、
昭
和
中
期
か
ら
後
期
頃

の
様
子
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
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和
寒
町
で
は
、
庁
舎
内
に
地
球
温
暖
化

対
策
実
行
計
画
の
策
定
に
向
け
た
策
定
委

員
会
・
作
業
部
会
を
組
織
し
、
平
成　

年
20

　

月
に
和
寒
町
地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計

10画
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

こ
の
実
行
計
画
は
、
広
報
わ
っ
さ
む
８

月
号
に
て
ご
紹
介
し
た
計
画
策
定
の
経
緯

を
踏
ま
え
、
行
政
と
し
て
の
先
導
的
、
模

範
的
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
一
事
業
所
（
役
場
）
と
し
て
の
具
体

的
な
温
室
効
果
ガ
ス
の
削
減
目
標
や
地
球

温
暖
化
防
止
に
向
け
た
取
り
組
み
を
ま
と

め
ま
し
た
の
で
、
ご
紹
介
し
ま
す
。

温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
削
減
目

温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
削
減
目
標標

１　

排
出
削
減
目
標
の
定
義

　

京
都
議
定
書
で
は
、
国
は
平
成　

年
か

20

ら
平
成　

年
の
期
間
に
、
温
室
効
果
ガ
ス

24

総
排
出
量
を
基
準
年
度
平
成
２
年
比
で
６

％
削
減
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
都
道
府
県
及
び
市
町
村
に
お
い

て
は
国
の
削
減
目
標
で
あ
る
６
％
に
即
し

た
目
標
で
あ
っ
て
、
地
域
の
状
況
に
合
っ

た
削
減
率
が
望
ま
し
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

和
寒
町
の
温
室
効
果
ガ
ス
は
二
酸
化
炭

素
（
Ｃ
Ｏ
２
）
が
約　

％
を
占
め
て
い
る

95

こ
と
か
ら
二
酸
化
炭
素
の
排
出
抑
制
・
削

減
が
重
要
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

本
実
行
計
画
で
は
次
の
と
お
り
削
減
目

標
数
値
を
定
め
、
計
画
期
間
内
で
の
排
出

抑
制
・
削
減
に
向
け
た
取
り
組
み
を
行
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

２　

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
に
よ
る
排
出
削
減

　

和
寒
町
で
は
、
基
準
年
で
あ
る
平
成　
19

年
度
ま
で
の
取
り
組
み
と
し
て
、
平
成
９

年
度
に
策
定
さ
れ
た
「
第
２
次
和
寒
町
行

政
改
革
大
綱
」
に
基
づ
く
事
務
事
業
の
見

直
し
・
効
率
化
を
進
め
る
こ
と
に
よ
り
健

全
財
政
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
こ
の

こ
と
に
よ
り
経
費
の
節
減
が
図
ら
れ
、
燃

料
等
の
使
用
量
・
温
室
効
果
ガ
ス
の
削
減

に
も
繋
が
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

実
際
の
取
り
組

み
と
し
て
は　

①

施
設
の
温
度
管
理

の
徹
底
に
よ
る
暖

房
の
節
減　

②
蛍

光
灯
の
間
引
き
点

灯
や
ノ
ー
残
業
デ

ー
に
よ
る
電
気
の

節
減　

③
裏
紙
・

裏
封
筒
の
使
用
や

紙
類
の
分
別
よ
る

ご
み
の
減
量
化
・

資
源
の
再
利
用
な

ど
の
取
り
組
み
を

実
践
し
て
き
て
お

り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
積
み
上
げ
た

結
果
、
平
成　

年
度
を
基
本
と
し
、
平
成

15

　

年
度
を
比
較
し
た
と
こ
ろ
２
・
６
％
の

19排
出
削
減
を
行
っ
て
き
て
い
ま
す
。

３　

本
計
画
に
お
け
る
排
出
削
減
目
標

　

和
寒
町
で
は
計
画
期
間
内
で
の
削
減
率

を
算
出
す
る
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
務
・

事
業
で
実
際
に
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
が

可
能
で
あ
る
か
検
討
を
し
て
き
ま
し
た
。

取
り
組
み
の
内
容
か
ら
様
々
な
試
算
を

し
、
集
計
し
た
結
果
、
削
減
率
は
３
・
５

％
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
計
画
の
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
基

準
年
度
を
考
慮
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
実
績

を
反
映
し
た
削
減
目
標
を
設
定
し
ま
し
た
。

特集

和寒和寒町町
地球温暖地球温暖化化
対策実行対策実行計計画画

が策定されましが策定されましたた
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こ
の
よ
う
に
、
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み

と
し
て
２
・
６
％
の
排
出
削
減
が
達
成
さ

れ
て
お
り
、
平
成　

年
度
か
ら
平
成　

年

20

24

度
の
期
間
内
で
の
取
り
組
み
に
よ
る
排
出

削
減
を
３
・
５
％
と
し
、
あ
わ
せ
て
６
・
１

％
と
な
る
こ
と
か
ら
、
京
都
議
定
書
の
排

出
削
減
目
標
の
６
％
を
達
成
す
る
こ
と
と

な
り
ま
す
。

 

温
暖
化
防
止
に
向
け
た
取
り
組

温
暖
化
防
止
に
向
け
た
取
り
組
みみ

１　

直
接
的
効
果
の
取
り
組
み

【
電
気
】

①
照
明
機
器

☆
始
業
開
始
前
は
、
必
要
箇
所
を
除
き
原

則
と
し
て
消
灯
と
し
ま
す
。

☆
昼
休
み
の
事
務
室
等
は
、
窓
口
業
務
や

必
要
箇
所
を
除
き
原
則
と
し
て
消
灯
と

し
ま
す
。

☆
晴
天
時
等
、
照
度
が
十
分
に
得
ら
れ
る

場
所
の
照
明
は
、
業
務
や
利
用
者
に
支

障
の
な
い
程
度
に
消
灯
と
し
ま
す
。

☆
廊
下
、
階
段
、
ホ
ー
ル
等
の
共
有
部
分
の

照
明
は
利
用
者
の
支
障
に
な
ら
な
い
程

度
に
消
灯
と
し
ま
す
。

☆
残
業
す
る
場
合
は
、
業
務
に
支
障
の
な

い
範
囲
で
消
灯
と
し
ま
す
。

☆
ト
イ
レ
、
会
議
室
、
更
衣
室
、
書
庫
、
喫

煙
室
等
の
人
が
常
時
い
な
い
場
所
は
使

用
時
の
み
の
点
灯
と
し
、
使
用
後
は
必

ず
消
灯
し
ま
す
。

☆
業
務
等
に
支
障
の
な
い
程
度
に
間
引
き

点
灯
し
ま
す
。
ま
た
反
射
板
等
の
取
り

付
け
も
検
討
し
ま
す
。

☆
照
明
機
器
に
配
慮
し
た
机
・
ロ
ッ
カ
ー

等
の
適
正
配
置
に
努
め
ま
す
。

☆
照
明
機
器
の
清
掃
や
電
球
、
蛍
光
灯
の

適
正
な
時
期
で
の
交
換
に
努
め
ま
す
。

☆
照
明
機
器
の
新
規
、
ま
た
は
交
換
す
る

場
合
は
、
節
電
型
照
明
機
器
の
設
置
を

検
討
し
ま
す
。

☆
電
球
、
蛍
光
灯
を
交
換
す
る
場
合
は
、
省

電
力
電
球
等
の
使
用
を
検
討
し
ま
す
。

②
事
務
機
器

☆
昼
休
み
や
長
時
間
不
在
と
な
る
場
合
は
、

業
務
に
支
障
の
な
い
Ｏ
Ａ
機
器
に
つ
い

て
は
原
則
と
し
て
電
源
を
切
り
ま
す
。

☆
パ
ソ
コ
ン
、
コ
ピ
ー
機
、
プ
リ
ン
タ
ー
等

の
省
電
力
モ
ー
ド
の
設
定
が
で
き
る
Ｏ

Ａ
機
器
は
、
省
電
力
モ
ー
ド
に
な
る
よ

う
に
設
定
を
し
ま
す
。

☆
退
庁
時
等
長
時
間
使
用
し
な
い
場
合
は
、

支
障
の
な
い
Ｏ
Ａ
機
器
に
つ
い
て
は
、

原
則
と
し
て
コ
ン
セ
ン
ト
を
抜
く
こ
と

を
心
が
け
ま
す
。

☆
待
機
電
力
の
削
減
の
た
め
、
使
用
し
て

い
な
い
電
気
製
品
は
コ
ン
セ
ン
ト
を
抜

き
ま
す
。

③
そ
の
他

☆
職
員
は
ハ
ン
カ
チ
を
携
帯
し
、
ジ
ェ
ッ

ト
タ
オ
ル
等
の
使
用
を
控
え
ま
す
。

☆
乾
電
池
は
充
電
式
の
導
入
を
図
り
ま
す
。

☆
喫
煙
室
の
換
気
扇
は
、
原
則
と
し
て
自

動
運
転
と
し
、
夏
季
等
の
窓
を
開
け
ら

れ
る
場
合
は
窓
を
開
け
て
換
気
扇
を
利

用
し
な
い
工
夫
を
し
ま
す
。

【
燃
料
】

①
暖
房
機
器

☆
事
務
室
等
の
暖
房
温
度
は
、
利
用
者
に

支
障
の
な
い
設
定
温
度
と
し
、
こ
ま
め

な
管
理
を
心
が
け
ま
す
。

☆
使
用
し
な
い
施
設
の
冷
暖
房
は
、
設
備

等
に
支
障
の
な
い
温
度
設
定
と
し
ま
す
。

☆
暖
房
期
間
中
は
暖
房
効
果
向
上
の
た
め
、

ド
ア
の
開
け
放
し
の
な
い
よ
う
に
心
が

け
ま
す
。

☆
ク
ー
ル
ビ
ズ
、
ウ
ォ
ー
ム
ビ
ズ
を
心
が

け
ま
す
。

☆
暖
房
機
器
に
配
慮
し
た
机
・
ロ
ッ
カ
ー

等
の
適
正
配
置
に
努
め
ま
す
。

☆
暖
房
機
器
の
周
辺
に
遮
断
物
を
置
か
な

い
等
の
周
辺
整
理
に
努
め
ま
す
。

計画期間内の温室効果ガス排出削減目標を

　　３３．．５５％とします。
（平成20年～平成24年）

平成19年度までに

　　２２．．６６％を削減済みです。
（平成15年度を基準として）

あわせて

　　６６．．１１％を目標とします。

　その他の取り組みについては、随時広報誌を通じてご

紹介します。

　また、地球温暖化対

策実行計画の詳細につ

いては、住民課環境衛

生係（電話32-2421）まで

お問合せください。
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すこやかな成長を願っ　　すこやかな成長を願ってて

◆
子
育
て
支
援
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

　

和
寒
町
で
は
、
子
育
て
支
援
に
つ
い
て

の
基
本
構
想
を
ま
と
め
る
た
め
、
子
育
て

に
関
わ
る
各
課
の
職
員
で
構
成
す
る
「
子

育
て
支
援
事
業
検
討
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会

議
」
を
立
ち
上
げ
て
、
こ
れ
ま
で
実
施
し

て
い
る
事
業
の
見
直
し
や
子
育
て
に
必
要

な
施
策
等
に
つ
い
て
の
検
討
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
は
、
基
本
構
想
に
先
立

ち
発
行
し
た
も
の
で
、
子
育
て
に
必
要
な

手
続
き
や
利
用
で
き
る
支
援
制
度
、
相
談

機
関
、
施
設
な
ど
子
ど
も
の
成
長
に
あ
わ

せ
て
受
け
ら
れ
る
支
援
内
容
に
つ
い
て
、

わ
か
り
や
す
く
紹
介
し
て
い
ま
す
。

◆
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
内
容

　

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
は
、
全　

ペ
ー
ジ
か
ら
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な
り
、
子
育
て
支
援
に
関
す
る
事
業
の
追

加
や
廃
止
の
ほ
か
、
制
度
改
正
な
ど
に
も

対
応
す
る
た
め
、
加
除
式
と
し
、
変
更
に

な
っ
た
ペ
ー
ジ
を
差
し
替
え
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
子
育
て
支
援
一
覧
表
か
ら
子
ど

も
の
成
長
に
あ
っ
た
、
必
要
な
支
援
内
容

の
ペ
ー
ジ
を
す
ぐ
に
探
す
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

 

　

そ
の
内
容
は

１　

妊
娠
が
分
か
っ
た
ら

２　

出
産
を
迎
え
る
に
あ
た
っ
て

３　

赤
ち
ゃ
ん
が
生
ま
れ
た
ら

４　

乳
幼
児
健
診
・
育
児
教
室

５　

障
が
い
の
あ
る
子
ど
も
の
子
育
て
支
援

６　

子
ど
も
を
預
け
る
（
保
育
所
ガ
イ
ド
）

７　

児
童
館
・
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

８　

小
・
中
学
校
ガ
イ
ド

９　

高
校
生
以
上
へ
の
子
育
て
支
援

　
　

児
童
へ
の
各
種
手
当

10
　
　

ひ
と
り
親
家
庭
の
方
へ

11
　
　

児
童
虐
待
防
止
に
つ
い
て

12
　
　

和
寒
町
公
民
館
「
恵
み
野
ホ
ー
ル
」

13
　
　

よ
う
こ
そ
和
寒
町
立
図
書
館
へ

14
　
　

和
寒
町
公
営
住
宅

15
　
　

和
寒
町
内
医
療
機
関
一
覧
表

16
　
　

公
園
や
遊
び
場

17の　

項
目
か
ら
な
り
、
さ
ら
に
支

17
援
内
容
ご
と
に
細
か
く
分
類
さ
れ

て
い
ま
す
。

◆
配
布
と
閲
覧

　

町
で
は
、
す
で
に
保
育
所
や
小

中
学
校
で
の
配
布
、
母
子
手
帳
の

交
付
時
や
戸
籍
窓
口
で
の
配
布
、

保
育
所
を
利
用
し
て
い
な
い
乳
幼

児
や
高
校
生
の
い
る
ご
家
庭
な
ど

に
直
接
配
布
し
て
お
り
ま
す
が
ま
だ
手
元

に
な
い
ご
家
庭
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

保
健
福
祉
課
福
祉
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

　

ま
た
、
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
は
、
保
健
福
祉

セ
ン
タ
ー
窓
口
で
も
閲
覧
す
る
こ
と
が
で

き
る
ほ
か
、
各
種
支
援
内
容
に
関
す
る
ご

相
談
な
ど
も
行
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
保

健
福
祉
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

◆
子
育
て
支
援
事
業
の
基
本
的
構
想
指
針

　

現
在
、
策
定
作
業
を
進
め
て
い
る
基
本

構
想
に
つ
い
て
は
、
今
後
関
係
機
関
と
協

議
の
う
え
、
決
定
次
第
、
広
報
誌
等
を
通

じ
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
電
話
　
０
１
６
５
―
３
２
―
２
０
０
０

特集

　子育てに必要な手続き、利用できる支援制度、相談機関、施設など産前から思春期までの子
どもの成長にあわせて受けられる支援内容について、わかりやすく紹介しています。

子育てに関する必要な情報を１冊にまとめまし子育てに関する必要な情報を１冊にまとめましたた
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◆
塩
狩
で
の
農
業
か
ら

馬
場
さ
ん
は
昭
和

年
に
幌
延

14

町
目
梨
別
に
生
ま
れ
た
。
出
生
後

ま
も
な
く
父
母
と
と
も
に
、
塩
狩

に
移
住
し
、
農
業
を
営
む
。

そ
し
て
、
昭
和

年
に
は
昭
和

26

年
閉
校
の
塩
狩
小
学
校
を
卒

44業
。
昭
和

年
に
和
寒
中
学
校
を

29

卒
業
後
、
塩
狩
で
父
の
後
を
継
ぐ

べ
く
農
業
に
従
事
す
る
こ
と
を
決

意
し
た
。

し
か
し
、
冬
期
間
に
は
仕
事
が

な
い
た
め
、
冬
山
造
材
で
出
稼
ぎ

に
出
る
こ
と
に
な
る
。
冬
場
で
の

丸
太
を
運
班
す
る
作
業
は
大
変
な

重
労
働
で
あ
り
、
あ
ま
り
の
寒
さ

に
限
界
を
感
じ
た
と
い
う
。

そ
の
後
、
手
に
職
を
つ
け
よ
う

と
大
工
に
な
る
た
め
、
参
考
本
な

ど
を
買
い
独
学
で
学
び
始
め
る
。

そ
し
て
、
塩
狩
部
落
に
冬
期
間
に

の
み
営
業
し
て
い
た
当
時
の
農
業

に
は
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
か
っ

た
農
機
具
用
木
柄
部
分
の
製
作
出

荷
を
し
て
い
た
星
木
工
場
に
長
と

し
て
勤
め
る
こ
と
と
な
る
。
し
か

し
、
出
火
全
焼
と
い
う
災
難
に
み

ま
わ
れ
、
当
時
の
酒
向
車
両
製
作

所
の
一
部
で
営
業
を
再
開
。
こ
の

仕
事
を
や
っ
て
い
る
う
ち
に
酒
向

車
両
製
作
所
に
見
習
い
と
し
て
、

住
み
込
み
で
２
年
ぐ
ら
い
修
行
し

た
。
当
時
は
馬
そ
り
製
作
を
し
て

い
た
と
い
う
。

そ
の
後
、
実
家
で
の
農
地
が
増

え
た
た
め
、
一
度
は
農
業
に
従
事

す
る
こ
と
に
な
る
が
、
当
時
道
内

観
光
で
の
木
彫
り
製
品
が
大
量
に

売
れ
は
じ
め
た
こ
と
も
あ
り
、
副

業
と
し
て
木
彫
り
を
始
め
た
の
が

き
っ
か
け
と
な
っ
て
い
く
。

◆
木
彫
り
職
人
と
し
て

し
だ
い
に
こ
の
職
業
を
本
業
に

し
た
い
と
考
え
始
め
る
よ
う
に
な

り
、
本
格
的
に
木
彫
り
職
人
と
し

て
の
技
術
を
学
ぶ
た
め
、
上
士
別

の
職
人
の
も
と
で
一
か
ら
修
行
す

る
こ
と
を
決
意
。
本
来
な
ら
５
年

修
業
の
と
こ
ろ
を
ほ
ぼ
３
年
で
技

術
を
習
得
し
、
昭
和

年
に
『
昭
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和
民
芸
社
』
と
し
て
独
立
開
業
を

果
た
す
こ
と
に
な
る
。

◆
木
彫
り
で
の
こ
だ
わ
り

開
業
以
来
、
取
引
先
の
数
も
増

し
、
商
品
の
需
要
も
多
く
、
大
量

生
産
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な

る
。
同
時
に
、
機
械
設
備
が
必
要

と
な
る
こ
と
か
ら
資
金
に
は
相
当

苦
労
し
た
と
い
う
。

当
時
は
、
熊
の
木
彫
り
の
他
、

鮭
の
木
彫
り
、
基
盤
・
将
棋
盤
な

ど
多
く
の
種
類
を
手
が
け
て
き

た
。
そ
ん
な
馬
場
さ
ん
は
「
木
彫

り
に
は
級
も
資
格
も
必
要
な
い

が
、
自
由
な
発
想
で
作
っ
た
作
品

そ
の
も
の
に
価
値
が
あ
り
、
作
品

の
す
ば
ら
し
さ
に
よ
っ
て
価
値
が

決
定
さ
れ
る
。
厳
し
さ
も
あ
る

が
、
常
に
他
の
商
品
と
は
違
う
も

の
、
そ
し
て
そ
れ
以
上
の
商
品
を

製
作
す
る
こ
と
に
こ
だ
わ
っ
て
き

た
」
と
い
う
。
現
在
で
は
『
昭
和

木
匠
工
芸
』
と
社
名
を
変
更
し
、

看
板
・
木
塀
・
木
工
芸
な
ど
の
仕

事
が
主
と
な
り
、
時
代
の
移
り
変

わ
り
と
と
も
に
工
芸
品
も
少
な
く

な
っ
て
き
て
い
る
。
こ
う
い
っ
た

伝
統
や
文
化
を
守
り
育
て
い
く
こ

と
も
必
要
だ
と
語
る
。

馬場 宣昭さん[昭和木匠工芸]69歳

和寒町字西町 ℡0165-32-2677

出身：幌延町生まれ

経歴：1951年塩狩小学校卒業 1954年和寒中学校卒業

1966年昭和民芸社開業 1996年昭和木匠工芸に社名変更 2005年和寒町消防団長

趣味：スキー、パークゴルフ

昭
和
木
匠
工
芸

代
表

馬

場

宣

昭
（
ば
ば

の
り
あ
き
）さ
ん

～
工
芸
品
な
ど
の
伝
統
や
文
化
を
守
り
育
て
て
い
く
こ
と
も
必
要
～

第6回

～
今
を
生
き
る

人
こ
そ
が
宝
～
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　１月10日（土）、恵み野ホールにおいて、新成人を祝い励ま
す「和寒町成人式」が行われました。
　式に出席した42名のはたちの門出を祝し、伊藤町長から「活
力ある元気な和寒町を守り育てていくためには、若い力が必要
であり、皆さんのご支援とご協力をお願いしたい」と、期待を
込めた激励の言葉が贈られました。
　また、成人式の実行委員長を務めた川上泰督さんが町民憲章
を朗唱したのち、成人を代表し橘亜樹良さんが「今日からは大
人の仲間入りを果たしたことで、法律的にも、社会的にも、成
人としての責任を持つことになります。日頃から教養を高める
とともに、青年らしい、勇気と行動力を発揮していきたい」と
成人の誓いを述べました。
　式終了後には、実行委員会主催による祝賀パーティーも行わ
れ、町おこしの会から成人祝い酒が贈られるなど、久しぶりに
再会した同級者らは、楽しいひとときを過ごしていました。

　成人式に出席した42名のはたちの門出を祝し、
町内関係者が集うなか、成人式が行われました。　

青年らしい、勇気と行動力を発揮していきます 

町民憲章を朗唱する川上泰督さん

町おこしの会から成人祝い酒
を受け取る吉田　敦子さん　

成人の誓いを述べる橘　亜樹良さん 選挙管理委員会から記念品を
受け取る南　明美さん　　　
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　元町議会議員で11月８日に死去されました故真鍋二

三夫さん(74歳)への旭日単光章伝達式が12月26日、役

場応接室で行われ、伊藤町長から妻の優子さんへ伝達

されました。

　真鍋さんは、昭和９年生まれ。昭和54年５月から平

成11年４月まで町議会議員を５期20年務められ、その

間、副議長や総務社会文教常任委員会委員、建設常任

委員会委員長、議会運営委員会委員として、地方自治

行政の進展及び議会の円滑な運営など本町の教育、福

祉、産業、建設行政の振興発展に尽力されました。

　また、教育委員会教育委員、和寒町農業振興対策協

議会委員、水道運営委員会委員、企業誘致委員会委員

などの公職を歴任され、特に氏が昭和43年からの10年間に教育委員会教育委員として、当時離農による過疎

化や少子化により、児童・生徒の減少が著しい地域の小中学校の廃校問題に対して、自ら地域住民の説得に

傾注し、円満に小学校４校、中学校２校の廃校を実現させた功績は誠に大きいものがあります。

　さらに、商工会会長や体育協会会長、観光協会会長も歴任され、地域経済の活性化、スポーツの振興、観

光事業の展開などに尽力されました。

　氏は、人格高潔にして識見に優れ、常に地域住民の意見に耳を傾け、適性機敏な判断力、行動力をもって

事にあたり、何事にも筋を通す固い信念は、町民誰もが認め、深い信頼を得ていました。

故　真鍋二三夫さんに特別叙勲
地方自治の育成発展功労で旭日単光章

　　　　　　　平成21年　和寒消防出初式　　　　　　　
　１月８日（木）午後１時30分より、サイレンを合図に、平成21年和寒町消防出初式が挙行されました。

　消防団員が、庁舎前に整列、団長の挨拶ではじまり、神社で今年一年間の無火災を祈願し、市街地区で、

火災予防パレードの後、大通りで分列行進が行われました。

　恵み野ホールでの式典では、永年勤続の表彰が行なわれ、次の方々に表彰状と記章が贈られました。

（敬称略）

■永年勤続表彰(和寒町消防団)

◎35年勤続

分 団 長　　　玉　手　雅　夫

分 団 長　　　真　鍋　紘　一

◎30年勤続

分 団 長　　　杉　澤　　　茂

分 団 長　　　伏　見　豊　治

◎20年勤続

副分団長　　　山　住　　　浩

部　　長　　　金　谷　浩　幸

◎10年勤続

団　　員　　　丹　　　政　信

団　　員　　　今　野　裕　二

◎５年勤続

団　　員　　　村　岡　哲　也

■永年勤続表彰(和寒支署)

◎20年勤続

消防士長　　　秋　濱　修　二

◎10年勤続

消防士長　　　奥　山　敏　雄

消防副士長　　半　澤　潤　也
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　　　平成20年分所得税の確定申告がはじまります　　　
　平成20年分の所得税の確定申告が２月16日（月）から下記の会場ではじまります。
　期限間近になりますと、大変混雑し、長時間お待ちいただくこともあります。申告書はできるだけ自分で
書いて、お早めに提出してください。
◆確定申告

　申告書は、国税庁ホームページ【http://www.nta.go.jp】の確定申告書等作成コーナーで作成することができ
ます。
◆名寄税務署納税相談（譲渡所得対象）

◎確定申告が必要な方
　次に該当する人は、所得税の確定申告が必要ですので、期間内に申告を済ませてください。
　①平成20年中の年収が２千万円を超える方
　②２箇所以上から給与を受けている方
　③給与所得のほかに、年金や事業所得、不動産所得などがある方
　④年末調整をしていない方

◎還付申告
　年末調整が済んでいる方で次に該当する場合は、確定申告をすることに
よって、源泉徴収された所得税が還付される場合があります。
　①家屋を住宅借入金等で新築、購入又は増改築等をした場合
　②多額の医療費を払った場合など。

◎申告に持参するもの
　①印鑑
　②確定申告書など
　③収入や経費などの証明できる書類（源泉徴収票、収入内訳書）
④生命保険、地震保険料、国民年金保険料の各控除証明書、医療費控除の年間支払額が証明されている書
類（領収書等）

　⑤還付申告の方は本人の預金口座がわかるもの
　⑥納める方は口座使用印鑑も持参ください。

◎要介護認定者を対象とする障害者控除について
　身体障害者手帳、精神障害者手帳を有している方等が障害の程度に応じて、障害者控除、特別障害者控除
の対象とされていますが、介護保険法の要介護認定により普通障害、特別障害に準ずるとして町長の認定を
受けた場合に、障害者等と同様に控除の対象となります。
　新たに控除を受けるためには町長が発行する認定書が必要となりますので、詳しくは保健福祉課介護保険
係（TEL　32－2000）までお問い合わせください。

◎医療費控除について
　納税者本人や家族のため１年間に支払った医療費の一定額（「10万円」または「所得の５％」のうち少な
い方の額を医療費から引いた額）を「医療費控除」といい、所得から引くことができます。
　年収200万円の高齢者の場合、所得は公的年金等控除120万円を引いた80万円。「所得の５％」は４万円で
す。医療費が年間12万円なら、４万円を超えた額の８万円を控除できます。
　控除できる「医療費」には、介護保険料の利用者負担の一定額も含まれます。施設や事業者が発行する領
収書をきちんと取っておき申告してください。 

受付時間期間会場
午前９時～12時、午後１時～５時２月16日(月)～３月16日(月)名寄税務署
午前９時～11時、午後１時～４時２月16日(月)～３月13日(金)町民センター１階子供会室

受付時間期間会場
午前10時～午後３時30分２月13日(金)町民センター１階子供会室
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◎寄附金控除（ふるさと納税）について
　毎年１月１日から12月31日までに寄附を行った方は、寄附先から受け取った領収書などを申告書に添付し
て申告を行ってください。申告をされた方の所得や寄附金の額に応じて、寄附を行った年の所得税から所得
控除され、寄附を行った翌年度の住民税から税額控除されます。

和寒町役場　住民課税務係　電話32－2421（内線133・132）

名寄税務署　電話01654－2－2157
お問い合わせ先

『e-Tax』を利用する方にもおすすめ！

　「確定申告書等作成コーナー」でe-Tax用のデータを作成して、電子申告（e-Tax）をすることもできま

す。

『e-Tax』を利用して申告すると・・・

①最高5,000円の税額控除

　平成20年分の所得税の確定申告を本人の電子署名及び電子証明書を付して、申告期限内にe-Taxで行う

と、所得税額から最高5,000円の控除を受けることができます（平成19年分の確定申告で本控除の適用を

受けた方は受けられません。）

②添付書類を提出省略

　所得税の確定申告をe-Taxで行う場合、医療費の領収書や源泉徴収票等は、その記載内容を入力して送信

することにより、提出または提示を省略することができます（確定申告期限から３年間、書類の提出また

は提示を求められることがあります）。

③還付金がスピーディー

　e-Taxで申告された還付申告は早期処理しています（３週間程度に短縮）。

・e-Taxの利用に際しては、開始届出書の提出、電子証明書の取得（手数料が必要です）、ＩＣカードリー

ダライタの購入などの事前準備が必要です。

・確定申告会場（役場１階子供会室）で、e-Taxで申告することのできるパソコンを準備いたしますのでご

利用ください。

※パソコンの環境などにより、ご利用いただけないことがあります。

申告書の作成は、国税庁ホームページの（www.nta.go.jp）
便利な「確定申告書等作成コーナー」で！！

　画面の案内にしたがって金額等を入力すれば、税額などが自動計算され、所得税、消費税の申告書や青

色決算書などを作成できます。作成した申告書等は、プリンタを使って印刷した「書面」により、税務署

に提出することができます。

《所得税から住宅ローン控除を引ききれなかった人》
　税源移譲により、所得税が減額となり控除できる住宅ローン控除額が減る場合があります。
　平成11年から平成18年末までに入居し、所得税の住宅ローン控除を受けている方で、所得税から控除し
きれなかった額がある場合は申告により、平成21度の住民税（所得割）から控除できます。
　なお、平成19年以降に入居した場合は、住民税の住宅ローン控除の適用は受けられません。
　住民税の住宅ローン控除の適用を受けるためには、毎年申告が必要です。
　申告期限は原則毎年３月15日（21年は３月16日）までとなっていますので、その年の１月１日現在にお
住まいの市区町村に申告書を提出してください。
◆提出方法
　所得税の確定申告をされない人
　　申告書に源泉徴収票を添付してお住まいの市区町村へ提出してください。
　所得税の確定申告をされる人
　　所得税の確定申告書とともに、税務署へ提出してください。
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１月11日（日）、和寒東山スキー場クロスカントリーコース

において、第30回全道ジュニアクロスカントリー和寒大会が行

われました。全道各地の小学生から中学生約230名が出場し、

午前には個人競技、午後から継走競技が行われ、日頃の練習の

成果を競い合いました。町内からも多くの選手が出場しまし

た。

結果は次のとおりです。

第30回全道ジュニアクロスカントリー和寒大会

小学１年男子 ３位 山 石 大 介さん

小学１年女子 ３位 松 村 美 緒さん

４位 鬼 頭 くるみさん

小学３年男子 ３位 十 川 涼 矢さん

小学４年男子 ５位 鬼 頭 壮一郎さん

小学４年女子 ４位 山 石 沙也加さん

小学５年女子 ５位 酒 井 結 衣さん

小学６年男子 ５位 丹 翔 吾さん

中学１年男子 １位 袰 田 晃 司さん

４位 村 岡 快 斗さん

中学１年女子 １位 松 村 真 由さん

２位 山 口 美 幸さん

中学３年男子 ４位 内 田 伸 明さん

７位 辻 将 鷹さん

中学３年女子 ２位 山 口 清 美さん

（町内入賞者関係分のみ）

第41回北海道中学校スキー大会
クロスカントリーで和寒中４名が全国大会へ出場決定

第41回北海道中学校スキー大会のアルペン競技は、１月14日（水）～16日（金）に富良野スキー場、クロ

スカントリー競技は、１月16日（金）～18日（日）に和寒東山スキー場クロスカントリーコースを会場に行

われました。

クロスカントリー競技では、内田伸明くん（３年）、辻 将鷹くん（３年）、山口清美さん（３年）、松

村真由さん（１年）がそれぞれ、クラシカル・フリーでの全国大会出場への切符を手にしました。

大会結果は下記のとおりです。

左から辻将鷹くん、内田伸明くん 左から山口清美さん、松村真由さん

【クロスカントリー競技】

女子クラシカル ３位 山 口 清 美さん ７位 松 村 真 由さん

女子フリー ４位 山 口 清 美さん 10位 松 村 真 由さん

男子クラシカル ６位 内 田 伸 明くん 14位 辻 将 鷹くん

男子フリー ２位 内 田 伸 明くん 11位 辻 将 鷹くん

（町内入賞者全国大会出場者関係分のみ）
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―話　題　の　本―
『悼む人』

（天童　荒太/著）
　全国を放浪し、死者を悼む旅を続
ける坂築静人。彼を巡り、夫を殺し
た女、人間不信の雑誌記者、末期癌
の母らのドラマが繰り広げられる。
聖者なのか、偽善者なのか？「悼む
人」は、誰なのか？７年の歳月を費
やした長編小説。

☆毎週土曜日

　14時00分～

おはなしかい開催
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■平成21年度採用「予備自衛官補」募集
☆予備自衛官補って？
普段は社会人や学生であっても、いざという時には自衛官として社会のために貢献できる。それが「予
備自衛官補」です。一般と技能の公募コースがあり、平成20年７月１日までに全国で5,784名が採用され
ています。
「身 分」非常勤の特別職国家公務員
「採用年齢」 一般公募：18歳以上34歳未満

技能公募：18歳以上で保有する技能に応じ53歳～55歳未満
（技能例：医師・看護師・技師・語学・整備・情報処理・通信・電気・建設等々）
◇ 詳しくは、お問い合わせください。

「訓練内容」 一般公募：３年以内に50日の教育訓練を受けます。
技能公募：２年以内に10日の教育訓練を受けます。

「教育訓練召集手当て」 日額：7,900円（自宅から訓練実施駐屯地までの交通費支給）
「衣・食・住」 食 事：教育訓練召集間、無料支給されます。

宿 泊：教育訓練召集間、駐屯地内の定められた宿舎に起居（無料）します。
被服等：教育訓練で使用する作業服等は無償貸与されます。

「応 募」 電話連絡または、下記住所へお越しください。名寄出張所広報官が対応いたします。
「受 付」 平成21年１月５日～４月13日（月）（締切日必着）
「試験日」 平成21年４月18日・19日・20日のいずれか一日が指定されます。
■問い合わせ先
＊自衛隊旭川地方協力本部 名寄出張所 TEL：01654－2－3921（電話お待ちしています）
住所 名寄市西１条南９丁目45（公園通り）

※ 受験申し込みは、和寒町役場総務課でも対応いたします。

自 衛 官 募 集 中

生活リズムの確立と睡眠～睡眠の習慣確立を阻む要因～
〔ポイント〕大人の生活習慣も見直しましょう

1960年代からの高度経済成長に合わせ、日本人の就床時刻は遅くなり、睡眠時間は減少する一方です。
社会全体が昼夜問わず働き続け、深夜営業のお店の明るい光が照らし続ける中で、大人の生活が変わり、子
どもの生活がそれに引きずられています。テレビ、ビデオ、ゲーム、インターネットの影響は子どもの世界
に入り込み、幼児を対象とした調査結果でも遅寝の要因は「夜９時以降のテレビ娯楽番組を大人と見るこ
と」でした。子どもの健やかな生活リズムのためには、睡眠軽視の大人社会の変容が必要であり、子ども
の健やかな成長を願う地域ぐるみの取り組みが大切です。
同時に、睡眠に対する知識の不足が子どもの生活リズムの確立を阻む要因となっています。現在、小中
学生の保護者は、自分がまだ幼い頃には夜８時から９時頃に就床していた世代です。「幼い頃夜どのよう
に寝ていましたか？」と尋ねると「早く寝なさい」「子どもの時間は終わった」「テレビを消しなさい」
と親からいわれていたといいます。改めてその記憶をたどり、睡眠に対するきちんとした認識を伝えてい
くことが大切です。

（文部科学省 子どもの生活リズム向上ハンドブック 抜粋）－和寒町青少年育成町民会議－

こ れ か ら の 家 庭 教 育

あなたの年金を増やしませんか
○付加年金とは
平成20年度の老齢基礎年金の年金額は792,100円（満額＝40年間保険料納付）ですが、老後のより高い
老齢基礎年金を受けたいと考えている方のために、毎月の保険料（平成20年度は14,410円）のほかに付加
保険料を上乗せして納付すると、老齢基礎年金に上乗せして支給される付加年金があります。
また、国民年金保険料と同じく全額が社会保険料控除の対象となります。

○付加保険料の額は定額
付加保険料の額は１ヶ月400円です。付加保険料を納付することができる対象者の方は、第１号被保険
者または任意加入被保険者の方です。
また、農業者年金の加入者は、必ず付加保険料を納付しなければならないことになっています。

○付加年金額は
付加年金額の計算は、次のとおりです。
年金額＝200円×付加保険料納付月数（65歳から老齢基礎年金を受給する場合）
つまり、保険料月額400円に対して、年金額は年200円ですから、65歳から年金を受給した場合、仮に１
年間付加保険料を納付した場合、２年間で付加保険料相当分の年金を受け取ることができます。
※付加保険料の納付手続きについて、役場戸籍年金係または最寄りの社会保険事務所にお問い合わせくだ
さい。

～ 旭川社会保険事務所よりお知らせ！！ ～
■年金相談について、事前の予約を受け付けております
旭川社会保険事務所では、年金相談の予約を随時受付しております。お待ちいただく時間がなく、スム
ーズに相談ができます。
予約相談実施時間 平日 午前８時30分～午前10時00分

午後４時00分～午後６時30分
詳細につきましては、旭川社会保険事務所総合相談室 TEL0166－72－5004まで

保険料納付を忘れずに・・・納めて安心国民年金

年 金 あ れ こ れ
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～地域の話題をお届けします～

１
１
０
番
通
報
訓
練

１
月
９
日
（
金
）
、
町
民
セ
ン
タ

ー
に
お
い
て
士
別
警
察
署
が
主
催
す

る
交
通
安
全
少
年
隊
の
１
１
０
番
通

報
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
交
通
安

全
協
会
の
真
鍋
会
長
か
ら
「
地
域
で

な
に
か
あ
っ
た
と
き
に
す
ぐ
に
１
１

０
番
通
報
が
で
き
る
よ
う
学
習
し
て

い
っ
て
ほ
し
い
」
と
挨
拶
を
受
け
た

の
ち
、
少
年
隊
を
代
表
し
て
高
原
千

尋
さ
ん
（
中
２
）
が
誓
い
の
言
葉
を

述
べ
て
い
ま
し
た
。
隊
員
ら
は
、
士

別
警
察
署
と
直
接
電
話
を
つ
な
ぎ
、

不
審
者
、
盗
難
、
事
故
な
ど
の
ケ
ー

ス
に
応
じ
た
通
報
訓
練
を
行
い
、
い

ざ
と
い
う
と
き
の
通
報
の
仕
方
に
つ

い
て
学
習
し
て
い
ま
し
た
。

ジ
ュ
ニ
ア
ス
キ
ー
教
室

１
月
８
日
（
木
）
か
ら
９
日
（
金
）

日
（
火
）
か
ら

日
（
水
）
の
４

13

14

日
間
に
わ
た
り
、
教
育
委
員
会
主
催

に
よ
る
ジ
ュ
ニ
ア
ス
キ
ー
教
室
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
教
室
に
は
、
幼
児
か

ら
小
学
１
年
生
ま
で
の

名
が
参
加

36

し
、
町
内
外
の
全
日
本
ス
キ
ー
連
盟

指
導
員
か
ら
初
歩
的
な
ス
キ
ー
技
術

を
学
び
ま
し
た
。
は
じ
め
は
あ
ま
り

滑
れ
な
か
っ
た
子
も
、
最
後
に
は
リ

フ
ト
に
乗
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
る
な
ど
、
有
意
義
な
ス
キ
ー
教
室

と
な
り
ま
し
た
。

月

日
（
月
）
、
役
場
庁
舎
に

12

22

お
い
て
Ｊ
Ａ
北
ひ
び
き
農
業
協
同
組

合
（
代
表
理
事
組
合
長
尾
形
正
捷

氏
）
か
ら
鏡
餅
の
贈
呈
が
あ
り
ま
し

た
。
尾
形
組
合
長
は
「
資
材
の
高
騰

な
ど
厳
し
い
農
業
情
勢
に
は
あ
る

が
、
こ
れ
ま
で
の
農
業
に
対
す
る
ご

支
援
に
感
謝
し
た
い
」
と
伊
藤
町
長

に
鏡
餅
を
贈
呈
し
ま
し
た
。
伊
藤
町

長
は
「
国
の
農
業
施
策
に
期
待
す
る

と
と
も
に
、
町
と
し
て
必
要
な
施
策

を
講
じ
て
い
き
た
い
」
と
述
べ
、
役

場
庁
舎
１
Ｆ
の
出
納
室
前
に
贈
呈
さ

れ
た
鏡
餅
が
飾
ら
れ
ま
し
た
。

１
月
１
日
和
寒
神
社

１
月
１
日
（
木
）、
和
寒
神
社
に

多
く
の
参
拝
客
が
訪
れ
、
今
年
１
年

の
健
康
や
安
全
祈
願
な
ど
を
行
い
ま

し
た
。

煙 煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙

煙 煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙

煙 煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙

煙 煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙

煙 煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙

煙 煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙

拶
を
行
っ
た
の
ち
、
会
場
に
訪
れ
た

多
く
の
ご
家
族
の
み
な
さ
ん
は
用
意

さ
れ
た
、
お
で
ん
や
お
寿
司
な
ど
を

入
所
者
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
楽
し
み

ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
北
ひ
び
き
鏡
餅
贈
呈

か
ぼ
ち
ゃ
料
理
教
室

月

日
（
木
）、
保
健
福
祉
セ

12

18

ン
タ
ー
調
理
室
に
お
い
て
冬
至
に
む

け
た
和
寒
産
か
ぼ
ち
ゃ
料
理
教
室
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
教
室
で
は
農
業

女
性
生
活
改
善
グ
ル
ー
プ
（
代
表
長

谷
川
律
子
氏
）
の
メ
ン
バ
ー
ら
が
講

師
と
な
り
「
一
歩
進
ん
だ
か
ぼ
ち
ゃ

の
デ
ザ
ー
ト
」
を
テ
ー
マ
と
し
て

「
か
ぼ
ち
ゃ
パ
イ
」
や
「
か
ぼ
ち
ゃ

の
ム
ー
ス
」
な
ど
の
料
理
を
作
り
ま

し
た
。
参
加
し
た
町
民
の
方
々
は
、

特
産
品
で
あ
る
和
寒
産
の
か
ぼ
ち
ゃ

を
丁
寧
に
調
理
し
、
お
い
し
そ
う
な

い
い
匂
い
が
、
調
理
室
い
っ
ぱ
い
に

広
が
っ
て
い
ま
し
た
。

芳
生
苑
ク
リ
ス
マ
ス
会

月

日
（
土
）
、
芳
生
苑
に
お

12

20

い
て
ク
リ
ス
マ
ス
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
社
会
福
祉
協
議
会
の
川
口
会

長
は
「
ゆ
っ
く
り
と
家
族
の
皆
さ
ん

と
の
交
流
を
深
め
て
ほ
し
い
」
と
挨

1/1

1/9

1/9

12/22

12/18

12/20
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古紙配合率50％再生紙を使用しています

発
行
　
北
海
道
　
和
寒
町
役
場
／
総
務
課

■人　口　４，０６４人（△10人）
　・男　　１，８８４人（△３人）
　・女　　２，１８０人（△７人）
■世帯数　１，７７１戸（　１戸）

（　）は前月対比
　　出生　２人　　死亡　10人
　　転入　７人　　転出　９人

１月１日現在

人
の
動
き

吉 原 舜之吉　原　舜之助助くく
んん

≪H19.６.１生まれ≫

三　笠　吉原　誠さ
ん・美香

さ
んの次男

　こんにちは。舜之助です。ぼくはまだあ

んまりお話し出来ないけどみんなが話して

いると、その中に入りたくて、身振り手振

り、一生懸命お話しするんだ。伝わったの

かみんなが笑ってくれるよ。一番好きな食

べ物は玉子焼き。みんなの分全部食べちゃ

うくらい。顔は女の子みたいだって言われ

るけど、癒し系だよ。ぼくと仲良くしてね。

しゅんのすけしゅんのすけ　

阿 部 成阿　部　成　真真くく
んん

≪H19.５.30生まれ≫

北　町　阿部尚人さ
ん・祥

さ
んの長男

　あべせいまです。ぼくは、身体を動かす

ことが大好きで、ジャングルジムやすべり

だいで遊んだり、パパとプロレスごっこす

るのがとっても楽しいよ。ピアノはママみ

たいに上手に弾けないけどまねっこで弾け

るよ。でもピアノの上に登る方が得意か

な。みなさんどうぞよろしくね。

せせいい　 ま　　ま　

中 村 光中　村　光　冶冶くく
んん

≪H19.５.30生まれ≫

西　町　中村　勝さ
ん・美希

さ
んの次男

　こんにちは光冶（みつや）です。外に出

かける事が大好きです。雪が降っても完全

防備でがんばるぞ。おにぎりや果物（みか

んはダメ…）が大好きです。毎日、お兄ち

ゃんやお姉ちゃんに鍛えられているから、

ちょっとくらいじゃ負けないよ。

　こんな僕を暖かく見守ってくださいね。

みみつつ　　　　やや

☆
和
　
寒
　
町
☆
 

▼
大
瀨
武
夫
さ
ん（
美
瑛
町
）か
ら

ふ
る
さ
と
和
寒
の
ま
ち
づ
く
り
に

役
立
て
て
く
だ
さ
い
と
、
２
万
円
を

☆
芳
生
苑
・
健
楽
苑
☆
 

＝
　
寄
　
附
　
＝

▼
松
井
哲
男
さ
ん
（
東
町
）
か
ら
芳

生
苑
に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
と
３

万
円
を

＝
　
寄
　
贈
　
＝

　
野
菜
他

▼
藤
井
　
　
誠
さ
ん
（
川
　
西
）

▼
石
田
　
利
雄
さ
ん
（
三
　
笠
）

▼
古
山
　
政
雄
さ
ん
（
松
　
岡
）

▼
井
上
　
　
隆
さ
ん
（
西
　
町
）

▼
青
山
万
紀
子
さ
ん
（
松
　
岡
）

▼
松
井
　
哲
男
さ
ん
（
東
　
町
）

▼
遠
藤
　
善
幸
さ
ん
（
北
　
原
）

▼
林
　
　
健
一
さ
ん
（
西
　
和
）

▼
藤
井
　
勇
二
さ
ん
（
川
　
西
）

▼
明
光
寺
婦
人
会

▼
和
寒
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ク
ラ
ブ

＝
　
慰
　
問
　
＝

▼
喫
茶
ル
ー
ム
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

▼
草
花
の
会
　
押
花
作
品
展
示

▼
和
寒
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ク
ラ
ブ

☆
社
会
福
祉
協
議
会
☆
 

＝
　
寄
　
附
　
＝

▼
森
　
正
紘
さ
ん
（
旭
川
市
）
か

ら
亡
父
の
葬
儀
に
際
し
、
５
万
円
を

▼
太
田
守
純
さ
ん
（
三
笠
）
か
ら

亡
義
母
の
葬
儀
に
際
し
、
３
万
円
を

▼
半
澤
仁
子
さ
ん
（
大
成
）
か
ら

亡
夫
の
葬
儀
に
際
し
、
３
万
円
を
 

ハローベイビー

インターネットでも情報満載！

和寒町ホームページアドレス

http://www.town.wassamu.hokkaido.jp/

和寒町携帯電話サイト

http://www.town.wassamu.hokkaido.jp/

08_mobile/mobile_top.htm

E-MAIL info@town.wassamu.hokkaido.jp

▼
松
井
哲
男
さ
ん
（
東
町
）
か
ら

亡
父
の
葬
儀
に
際
し
、
５
万
円
を

▼
松
本
ミ
ヨ
子
さ
ん
（
中
和
）
か

ら
亡
夫
の
葬
儀
に
際
し
、
５
万
円
を

☆
共
同
募
金
会
和
寒
町
分
会
か
ら
☆

　
昨
年
　
月
１
日
～
　
月
　
日
ま

10

12

31

で
実
施
し
ま
し
た
『
赤
い
羽
根
共

同
募
金
』
『
歳
末
た
す
け
あ
い
運

動
』
に
深
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を

い
た
だ
き
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。
み
な
さ
ま
か
ら
お
寄
せ
い

た
だ
い
た
温
か
い
善
意
は
、
広
く
社

会
福
祉
施
設
や
福
祉
団
体
な
ど
へ

の
配
分
金
と
し
て
北
海
道
共
同
募

金
会
へ
、
ま
た
歳
末
た
す
け
あ
い
募

金
は
長
期
入
院
や
在
宅
療
養
を
さ

れ
て
い
る
方
へ
　
月
末
に
お
届
け

12

し
ま
し
た
こ
と
を
報
告
い
た
し
ま

す
。

怯
お
め
で
と
う
赤
ち
ゃ
ん

　
　
　
　
　
　
お
父
さ
ん

赤
ち
ゃ
ん
　
　
　
　
　
　
住
　
所

　
　
　
　
　
　
お
母
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
修
　
さ

ん

玉
根
　
 可
  鈴
 ちゃん
　
　
　
　
南
　
町

か
 り
ん

　
　
　
　
　
　
尚
　
美
さ

ん

怯
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

　
氏
　
　
名
　
　
年
齢
　
住
　
所

森
　
壽
惠
光
さ

ん

（
　
歳
）
三
　
笠

92

溝
田
　
一
義
さ

ん

（
　
歳
）
芳
生
苑

78

坂
本
　
米
子
さ

ん

（
　
歳
）
三
　
笠

86

松
本
　
　
馨
さ

ん

（
　
歳
）
中
　
和

93

半
澤
　
　
實
さ

ん

（
　
歳
）
大
　
成

73

出
戸
　
秀
伸
さ
ん

（
　
歳
）
大
　
成

19

松
井
松
太
郎
さ
ん

（
　
歳
）
芳
生
苑

94

紫
藤
　
繁
晴
さ
ん

（
　
歳
）
芳
生
苑

86


